
  主    題  （２０１６～２０１７ ) 

・国際協会会長『ＯｕｒＦｕｔｕｒｅＢｅｇｉｎｓＴｏｄａｙ』 

       ＪＯＡＮ ＷＩＬＳＯＮ（Canada  ｶﾅﾀﾞ）   

・アジア地域会長『Ｒｅｓｐｅｃｔ Ｙ‘ｓ Ｍｏｖｅｍｅｎｔ』 

Ｔｕｎｇ Ｍｉｎｇ Ｈｓｉａｏ（台湾） 

・西日本区理事  『ワイズ魂で 更なるワイズの活性化を！』 

             「Energizing Y’sMen’s Clubs with The Y’s spirit!」 

   副題 「定例会の充実と活発な奉仕活動でメンバー倍増！」 

岩本 悟（熊本西ワイズメンズクラブ） 

・六甲部 部長 『楽しい交流と、やりがいのある奉仕活動で 

更なるクラブ活性化を図ろう 』   長井 慎吾（西宮クラブ） 

・西宮クラブ会長 『明るく、楽しく、チームワークで行動し、さらに活力ある 

クラブにしよう（胸に炎を燃やそう）』    万本 敬一 

２０１６年１１月 西日本区強調ポイント“Public Relations・Wellness” 

「ワイズデーをPRして、ワイズメンズクラブの社会的認知度を高めましょう！そして 

ＥMCやクラブ活性化に繋げましょう」 

伊藤 剛 西日本区 広報・情報委員長 （京都トゥービークラブ） 

    

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

２０１６年１１月            

８８８２２２３３３号号号      
≪≪≪７７７０００期期期---５５５号号号≫≫≫   
ｓｓｉｉｎｎｃｃｅｅ    １１９９４４８８．．５５．．１１７７  

スポンサークラブ 

 大 阪 クラブ 

ＤＢＣ 

近江八幡クラブ 

広 島 クラブ 
 

クラブ主役員 

会  長 万本 敬一 

直前会長 浅野 純一 

書  記 浅野 純一 

書  記 河野 彰  

会  計 濱崎 進一 

会  計 足立  康幸 

監   事  西山 茂夫 

担当主事 三島 浩司 

六甲部長 長井 慎吾       

 六甲部書記  浜 浩一 

六甲部会計 山本 常雄 

部事務局長 馬場 一郎 

７０周年記念事業 

準備委員長  岡田佑一郎 

区事務局員 小野 勅紘 

２０１６年１１月第１例会のご案内 

日時：２０１６年１１月１１日（金） １９時～２１時  

場所：西宮ＹＭＣA 保育園３F 

ドライバー：岩田ワイズ 阪根ワイズ 

１． 開会点鐘          万本会長 

２． ワイズソング         一同 

３． 今月の聖句朗読     阪根ワイズ 

４． ゲスト紹介 

５． 食前の感謝   

６． 会食 

７． ゲストスピーチ 西宮の伝統文化 名塩紙よも

やま話 名塩紙技術保存会理事 八木米太朗氏  

８． 今月の誕生日のお祝い 

９． Y”s ニュース       万本会長 

１０． YMCA報告      三島主事 

１１． 閉会挨拶        万本会長 

今 月 の 聖 句 「わたしたちは、見えるものにではな

く、見えないものにこそ目を留めます。見えるものは一時的

であり、見えないものはいつまでも続くからです。」    

（コリントの信徒への手紙Ⅱ 第４章１８節） 

   阪根 新ワイズ選 

 
１０月 例会出席状況   在籍会員数 ２３名 

第１例会(１０．２３日)   第２例会（１０．７金） 

メン  １７名       メン         １５名 

メネット ８名       メネット    ０名 

   （ＭＵ ６名） 

合計 ２３名 出席率１００％  合計  １５名  

ファンド・ＢＦ     １０月     年度累計 

ニコニコファンド   ¥ ０    ¥ ７,８２５ 

ＢＦ＠３００     ¥ ０    ¥ ５４００ 

東日本震災＠２００  ¥ ０    ¥ ３６００ 

 

 

 

 

 

 ＨＨＨａａａｐｐｐｐｐｐｙｙｙ   ＢＢＢｉｉｉｒｒｒｔｔｔｈｈｈｄｄｄａａａｙｙｙ   ＴＴＴｏｏｏ   ＹＹＹｏｏｏｕｕｕ                 お誕生日おめでとうございます 

11月10日 浅野 純一 メン    11月18日 山本 容子 メネット 

11月23日 阪根 新 メン     11月30日 山口 吉郎 メン 



 
                            万本 敬一会長 

 涼しい日があれば、又暑い日があったり、私の感性がにぶくなったのか今年はあまり秋を感じない。 

年賀状の案内やデパートの御歳暮のカタログが届くともうこの季節がやって来たと感じる。読書週間であるので

書棚を整理したがまだ何も読んでいない。テレビを見ると健康寿命についての番組をやっていた。センテナリア

ンは日本で6万5000人とか、ライフスタイルは毎日の運動、食事は、日本食や地中海料理等が良い様であるが、

印象に残ったのは新しい事を考案したり、生きがい型満足感を持つのも健康の要素という。１００才まで生きよ

うとは思っていないが、健康で過ごす努力をしようと思う。 

 

１０月例会 ～ドライバー:藤原メン、廣瀬メン ～  

 

第３４回西宮Ｙわいカーニバルが西宮 YMCA・西宮 YMCA 保

育園・西宮つとがわYMCA保育園の主催で１０月２３日（日）に開催されました。 

前日(10月22日･土)にはその準備で午後１時に集合。値付け等、蚤の市の準備を行いました。 

当日(10 月 23 日･日)は午前９時に集合し、９時３０分から大塚副館長の司会の元、三島園長の奨励などで開

会礼拝をもちました。その後藤原カーニバル実行委員長の挨拶と担当者から

諸般の注意、連絡事項の説明がありそれぞれの持ち場へと。 

ワイズは保育園３Ｆで・のみの市  

宮古製品の販売、２Fで・カレーの販

売と同時に水と共にサイダーも売り

たいと、水とサイダーを冷やすため

の方法を検討→保育園の冷蔵庫の使

用や冷やす容器については三島メン

が確保◇布引礦泉所(石井恭子社長)のサイダー｢ダイヤモンドレモン｣が

10月4日付｢読売新聞｣の記事に取り上げられた人気飲料。終了後、｢お疲

れでした｣の食事会を阪急夙川駅南西の｢葉音(はあーと)｣で。 

  ○六甲部長活動あれこれ記  長井 慎吾メン  

１１月１２日開催の六甲部部会へ向けて、各クラブの奉仕活動をまとめています。各クラブは地域の福祉関係活動団体

へそれぞれに関わっておられることが良くわかりました。神戸クラブは、「女性と子供支援センターウイメンズ 

ネットこうべが主催するシングルマザー支援団体「WACCA」に、神戸ポートクラブは、親を失ったり、家族と

離れて暮らす子供たちのホーム「真生塾」の夏祭りに支援。同じ夏祭りでは、さんだクラブが、就学前の障がい

のある子供たちの施設「かるがも園」を支援。宝塚クラブは、「はんしん自立の家」でフラダンスなど音楽サー

クルの指導を。芦屋クラブは、知的障がい者施設「みどり作業所」に、神戸西クラブは、「神戸いのちの電話」、 

里親を子供たちに繋げる「家庭養護促進協会」に関わっています。そして、西宮クラブは、宮古の１６の障がい 

者施設を支援する「いきいきフェア実行委員会」を支援しています。それぞれの地域で地道な繋がりを大切に 

活動をしています。今後、これらの活動を発展させていき、若い奉仕活動に興味がある方々を巻き込んでいけな

いものかと思う次第です。 

 



  

 

 

西宮クラブ 小野 勅

とも

紘

くに

 

２００２年４月、西宮クラブに山本ワイ

ズのスポンサーで入会し１４年。大阪府茨木市在住。京都で

不動産営業の仕事を継続。教会は神戸とクラブ（西宮）の３

府県を行き来する。ＤＢＣ３クラブが６０周年の２００７－０８

年に会長、２０１３－１４年に六甲部ＥＭＣ事業主査、２０１

５－１６年に西日本区ＥＭＣ事業主任を拝命。趣味はクラシ

ックギターを少々、拙い俳句は会社のＯＢＯＧ会に所属。 

 交換ブリテンのお役目が巡って参りまして、今回は見方を変

えて、「交流」の趣旨を考慮し少し提言をしたいと思います。３

クラブの交流を振り返ってみて、西日本区大会、国際大会、

アジア地域大会は別として、部会などに参加して我が西宮ク

ラブのメンバーが少ないかなと思われる場面に遭遇します。勿

論ワイズは自由意思での参加ですから、何ら強制されるもの

ではありませんし、両クラブのチームワークもあるのですが、割と

私一人の参加で、両クラブの皆さんから「あれ、皆さんは？」と

尋ねられることがあります。といいますのは、私は六甲部部会

は当然のこと、ＤＢＣ３クラブの部会には出来るだけ、都合のつ

く限り参加していますが我がクラブでご一緒するメンバーが少な

いことです。 

 私たちが集まって交流する場合、食事を伴う場合が多く

「食」の交流における位置は高いでしょう。例会や部会では少

ないが、西日本区大会や、アジア地域大会、国際大会などで

はさらに「寝」を伴います。私は国際大会やアジア地域大会で

は海外の友人よりも、国内の他部、他クラブの友人が増えた

のは意外でした。合宿やキャンプに参加した学生や子どもが、

見違えるほど成長して帰ってくるのはこの「寝食」を共にした交

流の成果でしょう。これは社会性の芽生え効果でもあるでしょ

う。私の在籍した会社では、新入社員は全員神戸市深江の

「教育寮」で１年間「寝食」を共にして後に全国に赴任してい

きます。どこにも同期生がいて、交流は定年後も対等の付き

あいが継続します。「同じ釜の飯を食った同期の桜」でもあるで

しょう。 

 よく、「今度一度メシでも食おうじゃないか」というコンメシは

「食」を共にすることによる、仲間意識が生む心理的効果です。

お酒と料理で接待し、温泉で一風呂浴びたら、そうそう機嫌の

悪い人はいないだろう、という所以でもあります。そこに「寝」が

伴って、「寝食を共に」すれば交流はより深まることになります。 

２０万年前に南アフリカの洞窟に生き残ったたった２０人の

我々の祖先（ホモ・サピエンス）が世界に拡散して現在

の人類の基礎になったのは、霊長類が食物を仲間に

分け合うという「分配行為」がもたらした「個体維持」だ

けでなく、「集団拡大」という仲間意識が招いた賜物で

しょう。この分配行為で思い出すのは、イエス・キリスト

が磔刑に処せられる前夜に１２使徒を食卓に招いた

「最後の晩餐」でしょう。これはキリストによる「分配行

為」で、「聖餐式」として礼拝で信仰の証としての「聖体

拝領」が行われています。 

今後とも、ワイズの交流を深めるために、出来るだけ

「寝食を共にした交流」の機会を深めていきたいもので

す。 

   
「最後の晩餐」（レオ

ナルド・ダ・ビンチ作、

ミラノのサンタ・マリ

ア・デッレ・グラッチィ

オ修道院の食堂所

蔵、１４９８年） 

 

11月 

３日(木･祝) チャリティラン しあわせの村 

５日～６日 西日本区第２回役員会 

   熊本ymca 中央センター阿蘇キャンプ場 

１１日(金) 第一例会 

１２日(土)六甲部会１４～１９時ラッセホール 

２５日(金) 第二例会 

1２月 

１７日(土) クリスマス例会 午後 6 時より    

｢野菜ビストロ･レギューム｣  

第二例会 未定 

なお、2017年３月１１日(土)～１２日(日)六甲山

ymcaで次期会長・主査研修会が 

、2017年6月10日(土)～11日(日)の西日本区大

会第 1 日目の会場は菊池市文化会館に変更にな

りました。第 1 日目の懇親会と第 2 日目の会場

はホテル日航熊本です。 



３ 

ＹＭＣＡニュース 
西宮ＹＭＣＡ 三島浩司メン 

いつもお支えいただきありがとうございます。また、西

宮Ｙわいカーニバルでのご奉仕ありがとうございまし

た。カーニバル当日は心配された天候も崩れることなく、

多くの地域の方々、ＹＭＣＡに関わってくださっている

方々と共に支え合い、楽しい一日を過ごす事ができたこ

とに心より感謝申し上げます。 

そのカーニバルに先立ち、今秋も西宮ワイズ恒例のじゃ

がいもやカボチャ等の販売で、旧西神戸、明舞・明石、

沼島、三宮、西宮・宝塚ＹＭＣＡのリーダーＯＢＯＧの

方々や、元職員、西宮ＹＭＣＡ、西宮つとがわＹＭＣＡ

保育園の職員など多くの方々にご協力いただきました。

お届けした皆様からは「北海道のワイズやＹＭＣＡ、神

戸のワイズやＹＭＣＡの支援になれば」というお言葉と

共に、「いつも美味しくいただいています！」「今年は

台風の影響が心配だったが届いてよかった！」といった

お喜びや感謝のお言葉をいただきました。私自身も、例

年西宮ワイズのメンバーの皆様に甘えさせていただき、

他の配達を神戸市西区と明石市のみとさせていただき

自身で受注した方々へのお届けを優先させていただい

ています。今年は特に、卒業以来２０年ぶりに再会でき

たＯＢの方もいらっしゃいました。東は箕面市から西は

明石市まで。年に１度の再会を楽しみつつ素敵な時間を

いただきました。そのような中で、今夏の台風の影響で

野菜の入荷量が減り、いつも楽しみにしていただいてい

る一部の方々にお届けできなかったのが少し残念でし

たが、「来年はぜひ！」とおっしゃってくださいました。

ご協力いただいた皆様、本当にありがとうございました。

台風の被害で大変な状況であったにもかかわらず野菜

を送ってくださった北海道のワイズの皆様、今年も私の

甘えをお許しいただいた西宮クラブの皆様、そして豊か

な恵みをくださった神様に感謝しつつ、また来年もよろ

しくお願いいたします。 

先月号でもお知らせいたしましたが、この秋、西宮、神

戸、そして、世界中のＹＭＣＡやＹＷＣＡの方々

と祈り、支え合う「ＹＷＣＡ・ＹＭＣＡ世界合同

祈祷週」のプログラムが予定されています。また、

秋のすがすがしい季節の中で、ご家族と共に楽し

んでいただけるプログラムも予定されています。

お覚えいただき、是非ご参加ください。また、嬉

しいお知らせをお届けさせていただきます。 

１．神戸ＹＭＣＡ冬のプログラム参加者募集中！ 

神戸ＹＭＣＡではこの冬・春にも多くの子ども

たちの出会いと成長の場としてスキーや雪遊

び、その他様々なプログラムを予定しています。

少しでも多くの子どもたちにご参加いただけ

るよう、ぜひ多くの方々にご吹聴くださいます

ようお願いいたします。 

プ ロ グ ラ ム の 詳 細 は  → 

http://www.kobeymca.org/fuyuharu/ 

２．第１９回 神戸ＹＭＣＡインターナショナル

チャリティーラン 

１１月３日（木・祝）９：００～１５：００ 

場所：しあわせの村（神戸市北区） 

内容：各種ラン競技、模擬店、お楽しみ抽選

会など 

３．ＹＷＣＡ・ＹＭＣＡ世界合同祈祷週 

◇朝祷会 

１１月１４日（月）７：００～８：３０ 

場所：三宮キリスト教会チャペル（神戸市中

央区加納町２丁目８− １０） 

奨励：松森正樹氏（神戸ＹＭＣＡ職員） 

◇神戸ＹＷＣＡ・ＹＭＣＡ合同礼拝/講演会 

１１月１５日（火）９：００～１２：００ 

場所：神戸ＹＷＣＡ５階チャペル  奨励：   

吉田実氏（日本キリスト改革派長田教会牧師） 

◇神戸ＹＭＣＡ１３０周年ＹＭＣＡセミナー 

ＹＭＣＡセミナーの詳細は神戸ＹＭＣＡホ   

ームページの募集・予告をご覧ください。 

１１月２６日（土）１３：３０～１６：００ 



４ 

場所：日本基督教団神戸教会 

内容：１）オープニングメッセージ 

２）くまもとからの報告 

３）パネルディスカッション 

参加費：５００円 

４．秋のファミリープログラム 

秋も深まる六甲山。森を歩いて気持ち良く、焚き火

で焼き芋ほっかほか、コーヒー飲んでホッと一息。

西宮ＹＭＣＡ恒例のファミリープログラム。是非ご

参加ください。 

１１月２３日（水・祝） 

集合：阪急西宮北口芸術文化センター前  高松公

園 8：45 西宮ＹＭＣＡ 9：00 

現地（六甲山YMCA フロントロビー） 10：00 

解散：現地（六甲山YMCA） 14：30 

西宮ＹＭＣＡ 15：45  阪急西宮北口 芸術文化

センター前 高松公園 16：00 

内容：ネイチャーオリエンテーリング、焼き芋、サ

モア、コーヒー 

対象：家族（父と子、母と子での参加も可能。

お子さまのみの参加はご遠慮ください。） 

＊ YMCA プログラムにご参加されているご家

族に限ります。 

場所：六甲山YMCA及びその周辺 

定員：15家族（約5０名） 

参加費：大人：１，０００円（中学生以上） 

子ども：５００円（小学生以上）(幼児以下は無料) 

５．さんだクラブ：安行英文メン兵庫県社会福祉事業功
労者表彰 既に皆様ご存知かと存じますが、さんだ
クラブの安行英文メンが去る１０月１５日、「２０
余年の永きにわたり、民生委員・児童委員活動を行
い、社会福祉の向上に尽力された」とのことで、第
６５回兵庫県社会福祉大会において「社会福祉事業
功労者表彰（民生・児童委員功労者の部）」を受け
られました。どうぞお覚えください。 

 

編集後記 ブリテン委員長 廣瀬 一雄  

３日にはしあわせの村でのチャリティラン！PC での送

付がかなわないワイズ、添付が開けられないワイズがお

られるので、どうしても当日には印刷物でお渡しを、と

リーダー会便り  西宮ＹＭＣＡリーダー会  

中島明音さん 

秋風が気持ちいい季節になりました。 

野外活動１０月例会の活動報告です。 

キッズは「北山」で「人と自然、物に対する思い

やり」、「山を好きになる」という２つのねらい

を軸に活動しました。１０種類のカードを用意し、

全て集まると１つの絵が完成するというミッシ

ョンをしながら目的地へ向かいました。午後から

はグループを解体して「岩登りチーム」、「広場

チーム」、「植物園チーム」に分かれて活動しま

した。スケッチする子、生き物を見つける子、一

人ひとりが自分の好きなことをしました。これか

らも興味別の時間を増やしよりメンバーが楽し

める例会にしていきたいと考えています。 

ジュニアは神戸市立森林植物園にハイキングに

出かけました。協力というねらいのもと、今回は

子ども達だけで相談・協力しあって自分のグルー

プのハイキングプランを考え、活動内容を子ども

達に委ねるプログラムでした。子ども達は進んで

おともだちと話し合い、ひとつの答えを出し、自

分たちで決めることに嬉しさを感じつつ、楽しめ

た例会となりました。 

シニアは六甲山ＹＭＣＡでカレーを作りました。

今年度はじめての野外料理だったので、火や包丁

の危険を共有しつつ、各グループで調理や火起こ

しを協力して行いました。役割を決めて行ったグ

ループや、自分の身を火や包丁などから守ると目

標を決めたグループがありました。今回で経験し

たことを生かして、次回の野外料理の活動を子ど

もたちでより良いものにしていって欲しいです

 

月末に原稿シメをしました。２９日の岩国での西

中国部会・岩国みなみクラブ５周年記念式典、祝

賀会の様子やその後の津和野へのツアーのあれ

これをお知らせできず残念。またの機会に・・ 


